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安全安心街づくりに関する市民意向調査について 

 

１ 調査概要 

１ 調査の目的 ○仙台市安全安心街づくり基本計画の見直しにあたり、市民が日常生活におい

て、安全安心について感じていることや、施策に対する意見を把握するため

の基礎資料とするため。 

２ 調査対象者

及び回収数 

○仙台市内に居住する満20歳以上の男女2,000人 

○アンケート調査：2,000件、回収数：1,169件、回収率：58.5％ 

３ 調査方法 ○郵送法（定型質問紙によるアンケート方式） 

４ 調査項目 ○回答者の属性 

○安全安心街づくりについて 

①安全安心街づくりの現状・課題について 

②個人や地域の防犯対策について 

③行政の防犯対策について 

④街中における迷惑行為について 

⑤自由意見 

５ 調査期間 ○平成27年５～６月 

 

２ 市民意向調査に見る市民意識 

(1) 犯罪が発生する可能性について 

日常の行動範囲内で犯罪が発生する可能性について、高くなったと感じている方の割合は、22

年６月調査より13.9ポイント減少しました。 

高くなったと答えた方にその理由を聞いたところ「犯罪が多様化、巧妙化してきたから」

（67.0％）、「全国的に凶悪な事件が多発しているから」（53.8％）が上位を占めています。 

また、日常生活の身近なところで発生する可能性の高い犯罪として「高齢者が被害者となる犯

罪」（36.3％）、「悪徳商法や詐欺など」（35.7％）が上位を占めています。 

地域で犯罪の発生を招くものとして不安に感じているものを聞いたところ、「道路や公園の暗

がりや見通しの悪さ」（55.9％）、「空家、廃屋、空き地」（28.1％）、「たばこやごみのポイ捨ての

放置」（27.2％）が上位を占めています。 

 

(2) 地域の防犯対策について 

地域の防犯力を高めるために必要な取り組みを聞いたところ、「地域内の暗がり等の危険箇所

点検」（58.9％）、「児童の登下校時の通学路の見守り・パトロール」（57.6％）、「夜間のパトロー

ル」（40.5％）が上位を占めています。 

また、防犯活動の必要性については、89.7％の方が「必要だと思う」と回答しており、53.3％

の方が「機会があれば参加したい」と回答しています。 

防犯活動に参加している人に、成果があったと感じていることついて聞いたところ、「地域住

民に知り合いが増えた」（55.6％）、「地域住民が安全に安心して暮らせる街づくりの必要性を感
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じた」（43.2％）、「地域の連帯感が強くなった」（39.5％）が上位を占めています。 

一方、防犯活動に参加して感じた課題を聞いたところ、「参加者数の維持が困難又は不足して

いる」（44.4％）、「行政、警察、学校等や町内会、防犯団体との連携が足りない又は連携できな

い」（28.4％）、「地域の理解、協力が得られない又は得にくい」（21.0％）が上位を占めています。 

 

(3) 行政や警察に望む防犯対策について 

安全安心街づくりのために重要と考える行政や警察の取り組みを聞いたところ、「防犯灯や

街路灯を整備する（道路を明るくする）」（53.0％）、「警察官による巡回活動を強化する」

（47.6％）、「地域の犯罪発生状況を提供する」（44.0％）が上位を占めています。 

 

(4) 迷惑行為について 

この１年間で迷惑と感じた行為を聞いたところは、「自転車の走行マナーの悪さ」（50.0％）、

「空き缶・ごみ・たばこ等のポイ捨て」（43.8％）、「携帯電話(スマートフォン)のマナー」

（43.5％）、「歩きたばこ」（40.7％）が上位を占めています。 

 

３ 調査結果（抜粋） 

(1) 犯罪が発生する可能性 

 

問６ あなたやあなたの家族が犯罪に巻き込まれたり、犯罪が発生する可能性について、ど

のようにお感じですか。日常の行動範囲内（自宅周辺及び市内の通勤・通学、買物等で

行く地域)であてはまるものをお答えください。(○は１つ) 

＜図表２－１＞犯罪が発生する可能性について／前回比較 

 

犯罪が発生する可能性が高いと感じている人は、前回調査46.8％から32.9％へ13.9ポイント

減少し、安全安心な街づくりへの取り組みの成果が現れていると考えられます。 
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40.4

48.2

39.4

1.7
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0.0

12.9

8.7
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今回調査

前回調査
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非常に低くなった

(N=1,169)

(N=1,065)

( ％)
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問６－１ 犯罪が発生する可能性が高くなったと感じる理由はどれですか。あてはまるものを

お答えください。（○は３つまで） 

＜図表２－３＞犯罪が発生する可能性が高くなったと感じる理由／前回比較 

 

◎ 犯罪が発生する可能性が高くなったと感じる理由は 

１ 「犯罪が多様化、巧妙化してきたから（ネット犯罪、振り込め詐欺等）」（67.0％） 

２ 「全国的に凶悪な事件が多発しているから」（53.8％） 

 

問７ あなたは、日常の行動範囲で発生する可能性が高いと思う犯罪は次のうちどれですか。

（○は３つまで） 

＜図表２－５＞日常生活において発生する可能性が高いと思う犯罪／前回比較 

 

◎ 日常生活において発生する可能性が高いと思う犯罪は 

１ 「高齢者が被害者となる犯罪」（36.3％） 

２ 「悪徳商法や詐欺など」（35.7％） 

今回調査
前回調査

67.0

53.8

39.0

22.9

21.3

20.0

17.7

14.5

5.7

1.0

49.6

47.6

32.9

21.1

22.1

29.7

20.1

45.0

3.0

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70

犯罪が多様化、巧妙化してきたから

（ネット犯罪、振り込め詐欺等）

全国的に凶悪な事件が多発しているから

不審者が多くなったような気がするから

地域の連帯感が希薄になってきたから

規範意識が低下しているから

日常の行動範囲内で実際に犯罪が

多発し、身近に不安を感じるから

犯罪の増加に対し、警察の対応

が追いついていないと思うから

経済情勢が以前に比べ厳しくなったから

その他

無回答

図表 犯罪が発生する可能性が高くなったと感じる理由 前回比較

今回調査 前回調査

(n=385) (n=498)
( ％)

犯罪が多様化、巧妙化してきたから

（ネット犯罪、振り込め詐欺等）

36.3

35.7

30.3

22.9

20.0

18.5

16.8

14.3

12.1

7.6

6.8

4.0

3.4

3.1

1.7

4.8

5.3

32.3

33.2

30.9

26.7

22.3

16.2

25.3

15.6

16.4

8.2

8.1

5.4

3.8

6.6

1.7

2.3

4.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

高齢者が被害者となる犯罪

悪徳商法や詐欺など

空き巣や忍び込みなど

自転車、バイク等の盗難

子供が被害者となる犯罪

不審者に家の敷地に入られる

ひったくりや暴行など

自動車の盗難、車上荒らしなど

女性が被害者となる犯罪

家の壁や塀、車に落書きをされる

万引きなど

すりや置き引きなど

恐喝や脅迫など

殺人や強盗など

その他の犯罪

分からない

無回答

<図表2-5>日常生活において発生する可能性が高いと思う/前回比較

今回調査 前回調査

(N=1,169) (N=1,065)

( ％)
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問８ あなたのお住まいの地域で、犯罪の発生を招くものとして不安に感じているものは次

のうちどれですか。（○はいくつでも） 

＜図表３－１＞地域で犯罪の発生を招くものとして不安に感じているもの／前回比較 

 

◎ 地域で犯罪の発生を招くものとして不安に感じているものは 

１ 「道路や公園の暗がりや見通しの悪さ」（55.9％） 

２ 「空家、廃屋、空き地」（28.1％） 

３ 「たばこ、ごみのポイ捨ての放置」（27.2％） 

 

(2) 地域の防犯対策 

 

問 10 あなたは、地域の防犯力を高めるためには地域でどのような取り組みをしていく必要

があると思いますか。（○は３つまで） 

＜図表３－５＞地域の防犯力を高めるために必要な取り組み／前回比較 

 

◎ 地域の防犯力を高めるために必要な取り組み 

１ 「地域内の暗がり等の危険箇所点検」（58.9％） 

２ 「児童の登下校時の通学路の見守り・パトロール」（57.6％） 

３ 「夜間のパトロール」（40.5％） 

 

 

今回調査
前回調査

55.9

28.1

27.2

17.3

12.7

10.0

9.4

8.4

7.6

5.0

3.7

12.4

2.2

62.2

25.4

25.6

16.3

15.3

15.3

12.1

14.2

10.0

6.3

3.3

9.4

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

道路や公園の暗がりや見通しの悪さ

空家、廃屋、空き地

たばこ、ごみのポイ捨ての放置

ごみ集積所のごみの散乱、管理の不行き届き

放置自転車

無人の駐車場

マンション等のエレベーター内

建築物や壁・塀などへの落書きやヤミ金融などの違法広告物

深夜・終夜営業の飲食店や店舗

ごみ屋敷、マンション・アパート等のごみ部屋

その他

特にない

無回答

図表 地域で犯罪の発生を招くものとして不安に感じているもの 前回比較

今回調査 前回調査

(N=1,169) (N=1,065)
( ％)

58.9

57.6

40.5

18.4

15.7

11.8

9.5

3.8

5.7

62.8

55.2

44.7

18.5

17.2

13.9

10.0

2.6

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70

地域内の暗がり等の危険箇所点検

児童の登下校時の通学路の見守り・パトロール

夜間のパトロール

防犯マップの作成

自動車による地域内パトロール

落書きや有害なビラ除去等の活動

防犯講習会の開催

その他

無回答

<図表3-5>地域の防犯力を高めるために必要な取り組み／前回比較

今回調査 前回調査
(N=1,169) ( ％)(N=1,065)
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問 12 あなたは、地域の防犯活動は必要だと思いますか。（○は１つ） 

＜図表３－９＞防犯活動の必要性／前回比較 

 

◎ 防犯活動の必要性 

・ 89.7％の方が「必要だと思う」 

 

問 13 あなたは、地域の防犯活動に参加したいと思いますか。（○は１つ） 

＜図表３－13＞防犯活動への参加意向／前回比較 

 

◎ 防犯活動への参加意向 

・ 53.3％の方が「機会があれば参加したい」 

 

問 13－１ 防犯活動に参加してどのような成果があったと感じていますか。（○はいくつでも） 

＜図表３－15＞防犯活動に参加して成果があったと感じていること／前回比較 

 

89.7

91.5

6.2

5.5

4.1

3.0

今回調査

前回調査

(N=1,169)

( ％)

(N=1,065)

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

6.9

6.2

53.3

60.1

28.6

27.6

11.2

6.1

今回調査

前回調査

<図表３-13>防犯活動への参加意向/前回比較

(N=1,169)

(N=1,065)

( ％)

既に何らかの防犯活動に

参加している
機会があれば参加したい 参加しようと思わない 無回答

55.6

43.2

39.5

12.3

9.9

7.4

7.4

0.0

16.0

1.2

47.0

48.5

36.4

19.7

4.5

9.1

10.6

4.5

7.6

7.6

0 10 20 30 40 50 60

地域住民に知り合いが増えた

地域住民が安全に安心して暮ら

せる街づくりの必要性を感じた

地域の連帯感が強くなった

地域の犯罪が減少した

他の地域や団体との交流が生

まれ、新しい活動に発展した

地域の不安の声が減少した

地域住民の各種活動が活発になった

その他

特に成果は感じていない

無回答

今回調査 前回調査
(n=81)

( ％)

(n=66)
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◎ 防犯活動に参加して成果があったと感じていること 

１ 「地域住民に知り合いが増えた」（55.6％） 

２ 「地域住民が安全に安心して暮らせる街づくりの必要性を感じた」（43.2％） 

３ 「地域の連帯感が強くなった」（39.5％） 

 

問 13－２ 防犯活動に参加して何らかの課題を感じていますか。（○はいくつでも） 

＜図表３－17＞防犯活動に参加して感じた課題／前回比較 

 

◎ 防犯活動に参加して感じた課題 

１ 「参加者数の維持が困難又は不足している」（44.4％） 

２ 「行政、警察、学校等や町内会、防犯団体との連携が足りない又は連携できない」（28.4％） 

３ 「地域の理解､協力が得られない又は得にくい」（21.0％） 

 

(3) 行政や警察に望む防犯対策 

問 14 あなたは、犯罪のない安全で安心な街づくりのために、行政や警察のどのような取り

組みが重要であると思いますか。（○は３つまで） 

＜図表４－１＞安全で安心な街づくりのために重要と考える行政や警察の取り組み／前回比較 

◎ 安全で安心な街づくりのために重要と考える行政や警察の取り組み 

１ 「防犯灯や街路灯を整備する（道路を明るくする）」（53.0％） 

２ 「警察官による巡回活動を強化する」（47.6％） 

３ 「地域の犯罪発生状況を提供する」（44.0％） 

  

44.4

28.4

21.0

14.8

4.9

2.5

8.6

24.7

6.2

56.1

37.9

13.6

22.7

9.1

4.5

10.6

12.1

7.6

0 10 20 30 40 50 60

参加者数の維持が困難又は不足している

行政、警察、学校等や町内会、防犯団体

との連携が足りない又は連携できない

地域の理解、協力が得られない又は得にくい

地域の犯罪や、防犯活動に関する

情報が得られない又は得にくい

活動費用が不足している

活動拠点がない又は不足している

その他

特に課題と感じているところはない

無回答

今回調査 前回調査
(n=81)

( ％)
(n=66)

行政、警察、学校等や町内会、防犯団体

との連携が足りない又は連携できない

地域の犯罪や、防犯活動に関する情報が

得られない又は得にくい

今回調査
前回調査

53.0

47.6

44.0

30.5

21.9

18.5

15.1

13.9

7.1

2.3

6.4

55.8

54.8

40.0

27.7

20.3

26.7

11.3

18.5

7.7

1.3

4.2

0 10 20 30 40 50 60

防犯灯や街路灯を整備する（道路を明るくする）

警察官による巡回活動を強化する

地域の犯罪発生情報を提供する

道路や公園等の整備において、防犯の視点を取り込む

犯罪から身を守るための知識を提供する

犯罪の取締りを強化する

繁華街や商店街などに防犯カメラを整備する

自主的な防犯活動（防犯パトロールなど）を行う団体

を支援する

防犯意識を高める講習会を開催する

その他

無回答

<図表4-1>安心安全街づくりのために重要と考える行政や警察の取り組み／前回比較

今回調査 前回調査
(N=1,169)

( ％)

(N=1,065)

自主的な防犯活動（防犯パトロールなど）を

行う団体を支援する
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(4) 迷惑行為について 

問 15  あなたが、この１年間で迷惑と感じた行為としてどのようなものがありましたか。 

（○はいくつでも） 

＜図表５－１＞１年間で迷惑と感じた行為／前回比較 

 

◎ １年間で迷惑と感じた行為 

１ 「自転車の走行マナーの悪さ」（50.0％） 

２ 「空き缶・ごみ・たばこ等のポイ捨て」（43.8％） 

３ 「携帯電話(スマートフォン)のマナー」（43.5％） 

４ 「歩きたばこ」（40.7％） 

 

50.0

43.8

43.5

40.7

32.4

26.1

18.9

16.6

10.9

10.9

8.4

7.6

7.4

※

※

3.8

4.3

1.6

44.5

46.7

32.1

40.8

38.6

29.2

18.6

21.2

19.2

※

6.5

18.4

8.5

8.1

14.5

4.4

3.3

1.5

0 10 20 30 40 50 60

自転車の走行マナーの悪さ

空き缶・ごみ・たばこ等のポイ捨て

携帯電話（スマートフォン）のマナー

歩きたばこ

違法駐車（駐輪）・放置自動車（自転車）

暴走族による騒音

不適切な家庭ごみの処理

ペットの問題

道路・公園・電柱等への落書き

空き家や空き地の放置

繁華街の客引き

電柱等へのビラ・道路へはみ出した広告等

近所の騒音や悪臭

住宅地域での深夜花火

空き家や空き地の雑草

その他

特にない

無回答

今回調査 前回調査

(N=1,169) (N=1,065)

( ％)


